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障害のある児童生徒の就労支援へ向けて
～ 肢 体 不 自 由 特 別 支 援 学 校 を 例 に ～

公立校として「小・中・高校」と同格

当然＜遠足・社会見学・進路指導＞も同様

しかし圧倒的な「質と量」の不足実感

そこで、工夫してみた事から得た提言



新 た な ア ク セ ス 「 学 校 か ら 社 会 へ 」

就労には、進学

近隣小学校での教科学習へ
の 合 流 参 加

大学探検／授業参加、施設
利 用 、 イ ン タ ビ ュ ー



新 た な ア ク セ ス 「 社 会 を 学 校 へ 」

就労には、進学

在宅社員による出前授業
／ I T 業 務 体 験

在宅での現場（企業）実習

㈱OKIワークウェルHＰより転載



就 労 ・ 進 学 に 向 け た ア ク セ ス 機 会 ＋

•

•

•

• 多様な考え方にふれる健常同年齢層と共に学習へのアクセス機会＋

社会への興味・関心を育てる学習へのアクセス機会＋

少数の既卒者情報から将来イメージを固定化させないように、
自校卒業生にとどまらず、障害のある方の多様な社会参加の実像に
校内外でアクセスできる機会＋ （遠隔IT技術活用）

卒後に向けて、職業と就職・進路と進学の多様な選択肢情報へのア
クセス機会＋



＝ ポ イ ン ト ＝

障害のある児童生徒の就労・進学に関する
I C T ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 向 上 策

•

•

•

•

地域・学校種・経済格差等に左右されないアクセス手段を

障害種に応じたｱｸｾｽ環境整備（ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ＋人的支援）

Ｐ Ｒ ・ ｱ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ｲ ｻ ﾞ ｰ ＆ ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ 機 能 の 整 備 を

多様な就労進学像を得られるICT上のデータベース整備を

⇒仕事・職業・働き手、就労・進学の選択肢と到達方法
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